
指定管理業務内容

２　施設利用状況（令和5年4月１日～令和6年３月31日）

日 人 日

日 人 日

日 人 日

日 人 日

日 人 日

日 人 日

（単位：円）

４　評価項目

① 〇

指定管理者評価シート

評価年度

所管課（評価担当課）

令和５年度

生涯学習課

１　指定概要

（６）その他、教育委員会が定める業務

（５）生涯学習センターが主催する講座等の企画及び実施に関する業務

指定管理期間 令和４年（2022年）10月１日から令和９年（2027年）９月30日

（１）生涯学習センターの維持管理に関する業務

（２）生涯学習センターの運営に関する業務

（３）施設の利用の承認等に関する業務

（４）生涯学習の推進に関する業務

玉縄学習センター

鎌倉市岡本二丁目16番３号

名称

代表者名

住所

指定管理者

鎌倉市CITYパートナーズ

佐武　宏

神奈川県横浜市西区北幸二丁目９番14号

名称

所在地

56,420

35,975

31,576

22,074

開館日数施設名

348

348

348

348

鎌倉生涯学習センター

腰越学習センター

深沢学習センター

大船学習センター

玉縄学習センター

玉縄分室

収支差額 ▲ 8,575,798

名称 玉縄学習センター分室

所在地 鎌倉市台一丁目２番25号

その他の経費

小計

支
出

762,990

226,053,570

３　収支状況

人件費

光熱水費

修繕費

116,894,546

18,635,689

2,502,280

235

収
入

指定管理料

利用料金

自主事業

その他

所在地 鎌倉市大船二丁目１番26号

名称 深沢学習センター

所在地 鎌倉市常盤111番地３
施設概要

96,596,853

234,629,368

小計

185,233,400

40,057,180

0

延長利用日数

30

0

9

62

19348

348

利用者数

128,329

29,496

名称 鎌倉生涯学習センター

所在地 鎌倉市小町一丁目10番５号

名称 腰越学習センター

所在地 鎌倉市腰越864

名称 大船学習センター

項目 評価内容 市の評価

維持管理に関する業務
について

施設設備の点検、管理、清掃及び警備体制が妥当となっているか。



〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

③ 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

〇

〇

〇

△

〇

仕様に定められた開館予定日数、開館時間は守られているか。

生涯学習センターが主催する講座の企画・運営は、鎌倉市生涯学習推進委員会
と指定管理者が連携して実施しているか。

遺失物の捜索及び遺失物法に基づく遺失物の保管・届出を行っているか。

施設等の利用者のけが等に備え救急医薬品等を備えるとともに、利用者等の事
故等に備えた施設賠償責任保険等に加入しているか。

学習センターの敷地内において、特定の団体、宗教、営利目的のイベント等へ
の勧誘活動等を禁止しているか。

指定管理施設の設置目的、管理基準を理解し、年齢、障害の有無に関わらず
利用者の平等な利用が確保できるか。

市民が参加できる地域等で開催される学習機会等に関する情報の収集・整理・
周知を行っているか。

学習センターを利用している団体等の活動を支援し、団体相互の連携・交流、
フェスティバルの開催等を支援することを行っているか。

生涯学習センターにおける団体等の活動を広く効果的に周知するなど、多くの
市民が生涯学習に参加する機会を提供しているか。

現役・若年世代の利用促進に努めているか。

生涯学習事業の推進に
関する業務

④

⑤

鎌倉市生涯学習プランで掲げる今日的課題に対応した学習機会の提供、若年世
代等を対象とした多様な学び、時代のニーズに即した学習環境を提供している
か。

生涯学習に関する情報提供を積極的かつ効果的な広報・宣伝活動を行っている
か。

夜間の施設利用促進に努めているか。

スマートフォンでの閲覧に対応できるホームページの作成・更新等を行ってい
るか。

騒音等、近隣住民等に配慮しているか。

若年世代等を対象とした学びの提供、気軽に利用できるフリースペースの提供
等の工夫を有しているか。

職員は、万一の事故等に備え、ＡＥＤを含む応急処置の講習を受けるなど、施
設利用者の急病、けが等に対応できるよう努めるているか。

修繕が必要な場合は、利用者の安全に留意し実施しているか。

市民が気軽に立ち寄ることができる場となるようロビー等の空間演出に努めて
いるか。

運営に関する業務②

利用の承認等に関する
業務

施設利用団体等登録の受付・決定・変更・廃止、施設の利用承認、設備や貸出
備品・附属設備の受付、利用料金等の徴収、施設利用に関する設営・運営など
の相談業務について適切に行っているか。

講座等の開催にあたっては、鎌倉市生涯学習プラン等、市の施策に則り、地域
ごとのニーズを把握・考慮したうえで、分野や地域による格差が生じないよう
に留意しているか。

講座等の受講による市民の学習活動が一過性のものとせず、市民の自発的な継
続的学習活動や学習成果を社会貢献等につなげることができるよう支援に努め
ているか。

ジェンダー平等への理解や学びの機会を確保する等配慮しているか。

講座等の開催にあたっては、オンライン講座や講座の開催方法を工夫する等、
市民の学びを止めないように努めているか。

生涯学習センターが主
催する講座等の企画及
び実施に関する業務



〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

⑧ 〇

⑨ △

⑩ 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

⑫ △
個人情報の保護・情報
公開について

個人情報保護と情報公開の適切な取扱いができるか。

環境に配慮した取り組
みについて

市の「ゼロ・ウェイスト鎌倉」、「プラごみゼロ宣言」、「気候非常事態宣
言」の趣旨を鑑み、環境に配慮した取り組みを行っているか。

危機管理体制について
災害・業務管理上の事故防止、防犯、感染症等への対策に関する考え方や取り
組みが十分であるか。

事業報告書等の提出に
ついて

鎌倉市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する規則（平成17年７月４日
規則第11号）第7条に定めるもののほか、月次報告書を翌月10日まで利用状
況、講座等の開催状況の他、維持管理業務を記載した月次活動報告書を提出し
ているか。

生涯学習推進委員会等と学習センターの講座の運営等に関し、情報交換、意見
交換等を通じ、相互連携に努めているか。

各学習センターごとに、利用団体等との懇談会を毎年度実施し、意見交換等を
通じ、施設運営等に反映するよう努めているか。

利用者からの意見、苦情及び要望等に対する適切な対応と円滑な解決を図るた
め、処理体制を明確にし、各学習センターに周知し、共有しているか。

モニタリングによる自己評価・業務改善状況等の調査を毎年度実施し、年度終
了後２月以内に教育委員会に報告しているか。

適否基準 「○」：適切である。 「△」：概ね適切である。 「×」：適切ではない

業務実施状況の把握と
反映について

⑪

市が別途、設置している「わかたま自習スペース」の運営に協力しているか。

本部と現地の責任体制はとれているか。

配置するスタッフについて、経験、長期雇用、定着を考え、人数や適切な体制
がとられているか。ホール、ギャラリーを含めた施設利用等、利用者の相談等
に適切に対応できるか。

その他の業務⑥

社会教育主事等、社会教育やデジタルリテラシー等に精通した職員を配置する
とともに、施設運営に必要な研修を受講させるなど、職員の資質向上に努めて
いるか。

⑦ 職員等について

玉縄分室を除く各学習センター事務室にコピー機やインターネット環境を整備
し、パソコン等の事務環境を整備しているか。

施設利用者に供する印刷機（長期継続契約）の適切な管理を行っているか。

市が所管する施設予約システムを適切に管理・運用しているか。

市又は教育委員会及び公共的団体等が依頼する広報物について、市民の閲覧、
掲示、配布に協力しているか

教育委員会からの各種照会等について作成・回答しているか。

意見、苦情及び要望が寄せられた場合には、直ちに対応し、その結果を速やか
に教育委員会に報告しているか。

学習センター利用者にアンケート調査を毎年度実施し、利用満足度、提供事業
の満足度、施設の管理上の指摘などを把握し、年度終了後、２カ月以内に教育
委員会に報告しているか。



５　利用者意向調査（指定管理者への意見及び入替時間確認表に記載された意見）

施設 　ご意見・クレーム内容 対応状況

腰越
鎌倉

職員の言葉遣い、社会人としてのマ
ナーがなっていない。

社員教育が足りない点についてお詫びし
た。

鎌倉

管理事務所のスタッフの声がうるさ
い。

隣が学習スペースであることから声が大き
くならないようにスタッフで共有した。

腰越

集会室がうるさいから入り口の扉を
閉めてほしい。

集会室の冷房が入らず、窓と入り口扉を開
け風通しをよくしていたことを説明した。

玉縄
分室

通路のイスに座り待っていたとこ
ろ、ダニにかまれた。

当日の夕方にダニ除けの薬剤を散布した。

鎌倉

ホームページに利用者の催し物のチ
ラシも掲載してほしい。

利用者の催し物のチラシをホームページに
掲載することは考えていないと回答した。

鎌倉
「催しもの案内」に集会室の催し物
も掲載してほしい。

「催しもの案内」に集会室の情報を掲載す
ることは考えていないと回答した。

鎌倉
広報誌「鎌倉萌」を毎月発行に戻し
てほしい。

鎌倉市生涯学習推進委員会に伝えた。

鎌倉

集会室の予約を４か月前からにして
ほしい。

現時点では、現行の制度を変更することは
考えていないことを伝えた。

玉縄
閉館10分前（20時50分ごろ）、警備
員が集会室の扉の前に来て圧を感じ
た。

行政センターにご意見があったことを伝え
た。

鎌倉

音楽室利用中、変なにおいがした。 非常用発電装置の煙道の途中にある点検口
の点検を行った。

鎌倉
「利用者アンケート」の集計はいつ
発表されるのか。

生涯学習課で発表の準備をしていることを
伝えた。

鎌倉
玉縄

生涯学習情報誌「鎌倉萌」9･10 月
号で、講座名など記載に誤りがあ
る。

発行元である指定管理者よりお詫びと経緯
の文書を作成しお詫びした。ホームページ
お知らせ欄でも「お詫びと訂正」を掲出。
また同誌11・12月号で訂正とお詫びの文章
を掲載する予定。

玉縄
分室
玉縄

①冷房は早急に修繕できないのか。
②代替で玉縄の集会室を使う場合、
利用料金は玉縄分室の料金にできな
いか。

①鎌倉市で修繕の対応を行うが、可能なか
ぎり早めに対応してもらえるよう伝えると
説明した。②玉縄分室での利用料金は全額
還付するが、代替で別のセンターを利用さ
れる場合は、当該施設の利用料金となるこ
とを説明した。



玉縄

生涯学習推進委員の講座にて換気が
されていなかったため、次回の開催
が不安である。

新型コロナウィルスの感染症法上の扱いが
５類に移行となって以降、空調機での換気
がメインになていることを説明。次の開催
時にはこまめに窓を開けるなどして換気の
機会と時間を設けた。

玉縄
分室

たまなわ交流センター外構の植栽に
アブラムシがいる。

鎌倉市都市整備課浄化センター経由で下水
道河川課に報告した。

鎌倉

自習コーナー「わかたま」で以前よ
り自分の席の隣の席の椅子に足をの
せている人がいて迷惑だ。

後日、鎌倉市青少年課の職員が対応した。

鎌倉

ウォーターサーバーについて、マイ
ボトル持参したものしか飲めないの
はいかがなものか。

鎌倉市生涯学習課に報告した。

深沢
鎌倉

鎌倉生涯学習センターへのチラシを
持ち込みに関してスタッフ間で周知
されておらず、館によって言ってい
ることが違う。

地区館スタッフも含め確認・共有した。

鎌倉

チラシ配架期間の３か月間が過ぎる
と廃棄してしまうのは、紙がもった
いないではないか。

チラシ配架後３か月経過すると廃棄する
ルールは業務効率上、変えることはできな
いことを説明した。

鎌倉

生涯学習センター自主事業講座内に
て、グループワークの中や講師の言
動に、参加者のプライバシー配慮に
欠ける場面があった。

担当講師へのヒアリングで検証した結果を
ふまえ、講座イベント運営マニュアル等を
改訂した。

鎌倉

生涯学習推進委員会講座において、
受講票を忘れたため会場に入室させ
てもらえないお客様がおられた。生
涯学習センターではいつもこのよう
な対応をするのか。

お客様の個人情報を確認の上、講座にご参
加いただいた。今後も同様の対応ができる
よう推進委員会に申し入れた。



６　指定管理者による自己評価・業務改善等の調査 鎌倉CITYパートナーズ

項目
番号 計　画

自己
評価

結　果 次年度以降に向けて

1

　各学習センターごとに利用団体等との懇談会を実
施し、意見交換を通じ、施設運営に反映するように
努める。

Ａ

　３月すべての学習センターで利用者懇談会を実施
し利用団体の皆さまと忌憚なく意見交換ができまし
た。議事録を教育委員会に提出済みです。

　ご意見が圧倒的に多かった利用時間枠について
は、教育委員会による利用者アンケートの結果、利
用状況等を踏まえ検討が必要です。新たな利用者向
け備品は予算を見ながら導入を検討します。

　利用者からの意見、苦情及び要望等に対する適切
な対応と円滑な解決を図るために、処理体制を明確
にし、各学習センターに周知し、共有します。 Ａ

　利用者からのご意見には誠実に対応し、各学習セ
ンター、教育委員会と共有し円滑な解決を図ってき
ました。

　処理体制や関係者内での周知の仕方、報告の仕方
など変更ありません。

　苦情、要望が寄せられた場合には、直ちに対応
し、その結果を速やかに教育委員会に報告します。

Ｂ

　苦情、要望が寄せられた場合には、直ちに対応し
てきましたが、教育委員会への報告は月次報告書に
記載していました。

　今後も毎月、月次報告書のご意見・クレーム報告
書に記載し報告します。重要度の高い苦情・ご要望
等は、経緯、経過、対応方法、対応結果を速やか
に、教育委員会に報告します。

2

　代表企業が責任者、舞台技術スタッフ、各館の受
付スタッフ、設備責任者を担います。構成企業は主
に鎌倉生涯学習センターを拠点として、施設の広
報・企画を担います。警備、清掃、設備スタッフ
（設備責任者以外）は再委託によりスタッフを配置
します。

Ａ

　実施済み 　変更はありません。

　鎌倉生涯学習センターに生涯学習プランナーとし
て、統括責任者、副統括責任者、企画広報スタッフ
を配置します。

Ａ

　実施済み 　変更はありません。

　統括責任者は施設の代表者として鎌倉市との連絡
調整、地域社会との関係構築、運営・事業・広報の
監督と決裁、個人情報や現金取り扱いの責任者の役
割を担います。

Ａ

　実施済み 　変更はありません。

　副統括責任者は社会教育に関する専門性を有する者
として、また企画広報責任者として講座やイベントな
ど生涯学習事業の企画実施、地域社会・団体との連
携、広報活動を行います。生涯学習推進委員会とも協
力・連携します。

Ａ

　実施済み 　変更はありません。

　受付スタッフは予約システムを中心に接客業務を遂
行します。施設利用に関する簡易的な相談にも応じて
いきます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　地区館の２館に１名、受付リーダーを配置し地区
館相互の連携を図ります。腰越・深沢に１名、大
船・玉縄に１名の事務スタッフを配置します。 Ａ

　実施済み。受付リーダーは行政センターと連絡調
整を図り協力関係を構築してきました。また、大
船・玉縄の受付リーダーは玉縄分室での維持管理業
務、保守点検作業への立ち合いも行いました。

　変更はありません。

　舞台技術スタッフは舞台・音響・照明などの基本
的なオペレーションを通じ舞台技術を提供します。
また利用日当日までの全面的なサポートをします。 Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　警備、設備、清掃スタッフは施設の維持管理を担
います。利用者が安全・安心・快適に施設をご利用
いただけるよう各分野の業務を行います。各スタッ
フは定期的に施設内巡回を行い、不具合の早期発
見、一時対応を遂行するなど事故を未然に防止しま
す。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

4

　当施設は地域住民に密接した公共施設であり防
火・防災においても地域の拠点となる施設です。私
たちは、自助・共助・公助を前提とし日頃より、鎌
倉市、警察署、消防署など関係各所と連携し迅速、
的確な対策を取ります。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　自助　私たち（代表企業）は専門的な研修セン
ターを設けており、防災アドバイザー（消防署警防
課長経験者）が在籍しています。防災アドバイザー
指導のもと当施設の防災計画を策定します。

Ｃ

　運営開始するにあたり災害対応マニュアルの概要
を事業計画書に記載しました。防災計画策定にまで
は至っていません。

　防災アドバイザーの指導のもと、防災計画を策定
します。また先に策定した災害マニュアル、危機管
理マニュアル等もこれに合わせ改訂し、整合性ある
防災計画の体系を構築します。

　共助　私たちは「私たちのまちは私たちで守る」
と定義づけ積極的に励み、日ごろの避難訓練や防災
意識の啓発活動により地域全体ひいては鎌倉市全体
の安心安全な生活に寄与します。

Ａ

　鎌倉では２月に避難訓練を実施しました。地区館
ではそれぞれ各行政センターの実施する防災訓練に
参加し協力しました。

　消防計画に基づき避難訓練を年２回実施します。
うち１回は避難訓練コンサートとして開催し、お客
様にもご参加いただく実践的な訓練にします。

　公助　緊急時には鎌倉市近郊に在住するスタッフ
や事業拠点に勤務するスタッフが急行し施設の開放
など支援します。 Ｂ

　緊急事態発生はありませんでしたが、緊急時の協
力体制を指定管理者内、社内で確認しました。これ
らを危機管理マニュアルや事業継続計画（BCP）に落
とし込むに至っていません。

　防災アドバイザーの指導のもと、防災計画を策定
します。また先に策定した災害マニュアル、危機管
理マニュアル等もこれに合わせ改訂し、整合性ある
防災計画の体系を構築します。

　突然襲ってくる風水害に対して迅速に安全を確保
するため、業務継続計画の策定、緊急対応マニュア
ルを整備し、全スタッフが迷うことなく対応できる
体制を整えます。また利用者に対して周知を図るた
め、目のつきやすいところに「鎌倉市洪水ハザード
マップ」「鎌倉市内水ハザードマップ」「鎌倉市津
波ハザードマップ」を掲示します。

Ｂ

　災害対応マニュアルの概要は令和４年度事業計画
書に記載しています。業務継続計画（BCP）の策定に
は至っていません、ハザードマップの掲示は実施済
みです。

　緊急マニュアル、災害マニュアルを順次改訂しま
す。また早急に事業継続計画（BCP）を策定します。

　鎌倉生涯学習センターでは万全の体制で防火防災
管理に努め、統括責任者が防火防災管理者を務めま
す。防火防災管理者を中心として災害発生を想定し
た避難訓練を実施します。２月実施予定。

Ａ

　統括責任者が防火防災管理者を務めています。防
火防災管理者を中心として災害発生を想定した避難
訓練を２月実施しました。

　変更はありません。

・各学習センターは複合施設に含まれるため、当該
施設の避難訓練等に参加します。 Ａ

　各学習センターは行政センターの避難訓練に受付
スタッフが参加し協力しました。

　変更はありません。

　管理運営の基本方針

　執行体制

　防災計画について



　新型コロナウィルス感染症の影響を想定し利用者
にとって安全・安心な施設運営を継続するために下
記の取り組みを行います。全スタッフへの周知を徹
底します。また利用者には感染防止対策への協力を
呼びかけます。

Ａ

　運営開始の頃より新型コロナウィルス感染防止対
策が緩和されつつあります。国県市・劇場や公民館
のガイドラインを参照し施設内でのガイドラインを
改訂、利用者やスタッフに周知し実行しました。

　3月中旬のマスク着用についての国・自治体、劇
場・公民館の指針やそれ以降の公民館ガイドライン
廃止、新型コロナウィルスの感染症分類上の５類移
行に合わせ施設内でも緩和していきます。

6
テーブルとイスの新調。物産展の終わる10月末設

置予定。 Ａ

　10月下旬、ロビーにテーブル9台、椅子20脚を設置
しました。利用者や学生、社会人などよく活用され
ています。

　変更はありません。

　Wi-Fi環境の整備。Wi-Fiは１階ロビーをはじめ鎌
倉生涯学習センター全館に整備し利用者が自由に
使っていただけるようにします。10月1日提供開始予
定。

Ａ

　10月1日よりWi-Fi運用を開始。9月下旬、設置工事
を行い整備しました。

　変更はありません。

　情報コーナーの整備　既存のチラシラックを活か
しつつ、利用者団体の活動情報や事業・講座など当
施設特有の情報をすぐに見つけることができるよう
情報コーナーを整備します。

Ｂ

　既存のチラシラック、掲示板を活用し情報コー
ナーとしています。10月以降、大きく変更した箇所
はありません。

　変更はありませんが、よりわかりやすく魅力的な
情報コーナとできるよう、主催事業の運営に合わせ
模索していきます。

ミニギャラリーの導入 まちの情報や市民グルー
プの成果発表の展示のできるミニギャラリーをつく
ります。ロビーに利用者の作品が飾られることで、
ロビーの空間にアクセントを加えこれまでとは異な
る空気感をつくります。当面は私たちから指名した
団体やグループに展示を依頼します。

Ｂ

　主催事業で幼児・児童対象のアート系ワーク
ショップを数度開催し、できあがった作品を展示す
る機会を多くしました。ワークショップ自体も大好
評であり作品の展示も利用者や来館者に好評でし
た。

　前年度と同様の方向性を継続しますが、ミニギャ
ラリーをつくっていく機会も設けていきます。

1階ロビー、正面入り口の近くの旧喫茶コーナー
は、飲料と軽食の自販機を設置します。これまで感
染症拡大防止策により飲食が禁止となっています
が、軽食程度は可能とします。感染症防止対策を利
用者にも協力を呼びかけていきます。

Ａ

　1階ロビー、正面入り口の近くの旧喫茶コーナー
は、飲料と軽食の自販機を設置しました。自販機売
上の一部を「鎌倉スクールコラボ」に寄付する仕組
みとしています。
　ロビーでの飲食は、新型コロナ感染予防対策の緩
和に伴い、飲食可としました。

　前年度と同様です。

子育て支援自販機の設置 1階ロビーには多くの子
育て世代のご利用のある授乳室があります。その付
近に子育て支援自販機を設置します。子育て世代が
紙おむつの心配をすることなく外出できるよう、ベ
ビー用紙おむつのパックやおしりふきの販売機も備
えた飲料自販機を設置します。10月1日提供開始予
定。

Ａ

　１階ロビーに飲料自販機との一体型の子育て支援
自販機を9月下旬に設置し好評です。

　平日休日を問わず、授乳室が市民や観光客に利用
されることが多く、子育て支援自販機は今後も大い
に活用されることが期待できます。

7
令和4年度は、令和5年度の本格的始動のための準

備期間とし、現役・若年世代同士が集い交流しあえ
る場を創出し、参加者同士で意見を聞きあうキック
オフミーティングを開催する予定です。

Ａ

  現役・若年世代に向けた取り組みとして「鎌倉ま
なびのプラットフォーム」を立ち上げ、令和5年度に
向けたプレ講座として「食・鎌倉野菜・未来～鎌倉
「食」人とつながろう～」を催しました。参加者同
士で話し合うグループワークも取り入れ、今後の企
画運営にも活かせる話し合いがなされました。

  令和5年度はプレ講座参加者向けの同窓会企画を催
して参加者同士のつながりを継続させます。

　①長期連続講座（8～9回完結/年）
鎌倉での友人づくりの機会や、実践型の共通経験の
機会を創出し、鎌倉市により愛着を持てるような仕
掛けづくりを意識した講座を展開します。講座で
は、相互交流や体験学習を意識したプログラムを企
画し、講座終了後は成果発表の機会をつくるととも
に、既存団体への参画や新規団体の組織化も視野
に、その環境を整備します。
※令和4年度は令和5年度立上げの準備期間としてス
タートアップイベントを企画予定です（2～3回）。

Ａ

 上記「鎌倉まなびのプラットフォーム」を立ち上
げ、令和4年度は令和5年度立上げの準備期間として
スタートアップ講座を企画しました（3月16日、23
日）。企画協力には市内に拠点がある株式会社カ
ヤックにも参画していただき、講師のコーディネー
トなど協力していただきました。また、講師として
市内で活躍する農家の方（鎌倉リーフ）や援農団体
（ニュー農マル）の方にご登壇いただきました。

  令和5年度は全9回の連続講座として「鎌倉まなび
のプラットフォーム」を実施します。株式会社カ
ヤックには継続して企画協力に携わっていただきま
す。

　②単発講座
時流に乗ったテーマを取り扱い、場合によってはオ
ンラインも活用した単発講座を企画します（テーマ
例：SDGｓ、SNS発信のノウハウ、食など）。令和4年
度も単発講座は企画予定です。
※単発講座は現役世代や若年層を対象とした講座以
外のものも企画予定です。

Ａ

　令和4年度は子どもを対象とした単発講座を２つ
（「フィンガーペイントであそぼう！」「お花でお
絵かき!?みんなの動物園をつくろう！」）催しまし
た。これまでセンターを知らなかった/訪れたことが
なかった保護者の方々にも多くセンターに足を運ん
でいただけました。。後者の講座はロスフラワーに
関する話を入れることで環境に関する興味関心を
もっていただけました。

　令和5年度は、ニーズの高い子ども向けの講座を継
続して催します。鎌倉生涯学習センターでの講座実
施を軸としつつも、各地区館を利用した講座も適宜
行っていきます。また、フィールドワークやアウト
リーチ事業にも力を入れ、市内の生涯学習を充実さ
せていきます。

8 　団体相互の連携・交流事業について
　鎌倉市生涯学習推進委員との連携

各地区館（鎌倉、大船、玉縄、深沢、腰越）の推
進委員が企画する事業の事務的なサポートをおこな
うことにあわせ、推進委員の方々と他事業（上述、
「現役・若年世代向け事業」など）とを結びつける
仕掛けづくりもおこなっていきます。また、生涯学
習推進委員会広報部会が発行する『鎌倉萌』に掲載
されている内容を鎌倉市生涯学習センターの新設さ
れるホームページに掲載し、令和5年度からはホーム
ページ上から生涯学習推進委員が企画する講座の申
込を受け付けられるように進めていきます。 Ａ

  鎌倉市生涯学習推進委員のみなさまとは、毎月の
運営委員会や各地区館における定例会、広報部会の
定例会に職員が出席することで情報交換や情報共有
を密に行いました。10月以降、推進委員の企画する
講座イベントの事務的なサポート（ホームページへ
の『鎌倉萌』の掲載、ホームページを利用した講座
イベントの申込に関するサポート（3月）、広報かま
くら入稿に関するサポート、各種書類手続きに関す
るサポートなど）を行いました。また1月には生涯学
習推進委員内での研修を、鎌倉CITYパートナーズが
担い、相互の理解が深まりました。3月に鎌倉生涯学
習推進委員が企画した「音と映像で楽しい読み聞か
せ」のイベントでは、鎌倉CITYパートナーズの構成
企業である小学館集英社プロダクションが主催とし
て関わり、結びつきを強めることが出来ました。

  令和4年度から継続して令和5年度も、推進委員活
動の事務的なサポートを行っていきます。

　旧喫茶コーナー・ロビーの活用等について

　現役・若年世代に向けた取組について



各フェスティバルや成果発表の場のサポート
各地区館で行われるフェスティバルの実行委員会

を組織し、事務局として運営のサポートを継続的に
おこないます。また、講座の中で得た学びを成果発
表する機会を取り入れていくことを視野に、講座の
企画を立てていきます。

Ａ

  鎌倉フェスティバルは指定管理期間開始の10月に
はすでに終了、大船フェスティバルは令和4年度は中
止、腰越フェスティバルは展示発表でした。深沢、
玉縄のフェスティバルは、すでに鎌倉市教育委員会
が実行委員とともに企画されていたので、指定管理
者としては事前の搬出入や当日対応、振り返り会に
参画しました。令和5年度のフェスティバルは実行委
員の募集の際に希望数が規定数に達しなかったた
め、事務局である指定管理者が運用する旨、令和4年
度の実行委員長とも共有した上で決定しました。ま
た、令和5年度のフェスティバル開催に際した、出展
者向けの説明会を各地区館向けに2月に催しました。

  令和5年度はこれまで各館で行われていたフェス
ティバルを「きららフェスティバル●●」として位
置付け、一つの大きなフェスティバルとして運用し
ていきます。そのために、鎌倉駅地下道ギャラリー
での展示や、全体周知物を作成します。また、各館
内でデジタルスタンプラリーを催すことで、これま
で足を運んだことがなかった層にもフェスティバル
の存在や館の存在を伝えられるよう訴求します。

鎌倉市内各所との連携
各学習事業の中で文化施設をはじめとする鎌倉市

内各所との連携を推進し、市民に鎌倉市内の施設を
活用してもらう機会を提供していきます。

Ａ

  令和5年度以降の講座実施を見据え、鎌倉女子大学
の教員や株式会社カヤックとの連携をはかるなど、
市内各所との連携を図りました。株式会社カヤック
は「鎌倉まなびのプラットフォーム」の企画協力と
して関わっていただきました。

  鎌倉女子大学の教員との連携講座を令和5年度に実
施します。また、株式会社カヤックとは、令和5年度
も継続して「鎌倉まなびのプラットフォーム」の企
画協力として関わっていただきます。そのほか、市
内にある各所（大巧寺、妙法寺、鎌倉宮、湘南鎌倉
医療大学）とも連携を図った講座やイベントを催し
ていきます。

8

ホームページの新設 ホームページを新たにに設
置します。施設情報、利用者情報、利用方法、イベ
ント・催し物情報など６館一括で情報を集約させ充
実させます。またホームページ上から講座の申し込
みができる仕組みを取入れ、スマートフォン表示に
も対応させます。利用者からの声やお問い合わせに
対応対応できるよう、お問い合わせフォームを設け
ます。サーバー等については、必要な情報セキュリ
ティ対策をとります。

Ａ

　10月からホームページを公開し、スマートフォン
対応も済ませています。お問い合わせフォームも設
け、申込フォームも年度内に設定済みです。必要な
情報セキュリティ対策もホームページ制作会社にて
とっています。

　継続してホームページを充実させていきます。

　リーフレットの新規作成
鎌倉市生涯学習センター6館一括の施設案内のリー

フレットを新規で作成し、来館者が自由に受け取れ
るよう館内に設置及び補充をします。情報内容は定
期的に更新し、最新の施設情報・案内となるように
します。

Ａ

　鎌倉市生涯学習センター6館一括の施設案内のリー
フレットを新規で作成しました。10月から来館者が
自由に受け取れるよう館内に設置及び補充をしまし
た。

　現行のリーフレットは随時補充をしていきます。
更新については今後必要に応じて検討していきま
す。

ＳＮＳ広報の新規展開
ＳＮＳ（Facebook、Twitter、Instagram）での広報
事業も随時展開していきます。

Ａ

　実施済み。 　３ｄ種類のＳＮＳ（Facebook、Twitter、
Instagram）を継続して活用していきます。

10 　個人情報、文書管理等について

■個人情報取り扱いガイドライン

　当施設の全スタッフに個人情報保護規定を徹底周
知し規定に沿って管理を行います。 Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　個人情報の取得は必要最低限にとどめ。利用目的
以外のために個人情報を利用しません。 Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　当施設保有の個人情報については、施設外への持
ち出しを禁止します Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　個人情報が記載された書類は、ファイルの背面に
丸シールを貼って、常時施錠できる書庫に保管しま
す。

Ａ
　実施済み。 　変更はありません。

　個人情報を取り扱う業務については、外部委託し
ません。 Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　個人情報が記録されている書類などを廃棄する場
合は、シュレッダーまたは溶解による処理を徹底し
ます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　個人情報保護法に関する教育を年１回以上行いま
す。 Ａ

　11、1、2月に実施済み。 　変更はありません。

　すべてのパソコンでセキュリティワイヤーを設置
し、パスワード管理を実施します。またウイルス対
策も導入します。

Ｂ

　実施済み。 　変更はありません。

■個人情報の利用目的
鎌倉市生涯学習ネットワークシステムの利用者登

録、各種利用施設の利用など Ａ
　実施済み。 　変更はありません。

　自主事業などの参加申込受付など Ａ 　実施済み。 　変更はありません。
　利用者アンケート依頼 - 　アンケートの実施はありませんでした。 　実施の際は個人情報取扱に留意します。
　拾得物などの利用者への連絡 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

■個人情報保護教育
　個人情報保護法理解度テストの実施統括責任者主
導のもと、全スタッフに毎月「個人情報保護法理解
度テスト」を実施します。

Ｃ

　個人情報保護法理解度テストは未実施。 　次年度より実施を開始します。

　入社時に実施する個人情報保護研修
私たちは入社した社員全員に対して、個人情報保

護研修受講を必須とします。
Ａ

　10月実施済み。 　変更はありません。

　文書などの管理・保存文書などの管理・保存
私たちは管理運営業務を行うにあたり、作成及び

取得した文書類を整理して保存し、適正な文書管理
を行います。管理運営業務に係る電磁的記録は、
「鎌倉市情報セキュリティポリシー」に基づき、適
切に処理を行います。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　広報



　情報公開の責務
　市民からの情報公開の要請に対し積極的に開示を
行うことは、公共施設の管理者として当然の責務で
あり、私たちは「鎌倉市情報公開条例」に則り、適
切な情報公開に取り組みます。
また、原則として情報を開示する一方で、法令や条
例の規定により公にすることが適切でない情報を公
開したり、個人の権利権益や第三者に該当する情報
をみだりに公開することがないよう、場合によって
は部分公開とするなど、情報を適切に取り扱いま
す。

Ａ

　運営状況について、利用団体から情報公開を求め
られましたが、教育委員会に情報を提供しご回答い
ただきました。

　変更はありません。

11 施設の維持管理計画について

　維持管理責任者について
鎌倉生涯学習センターには維持管理業務の知識・

ノウハウのある経験豊富な維持管理責任者を1名配置
します。各業務をコントロールし利用者の安全安心
の確保・美観の維持向上を図ります。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　設備スタッフは、開館時間内必ず1名以上配置しま
す。日常の点検をはじめ専門業者による保守点検・
修理の立会いまで総合的に管理し、安定的した業務
品質を確保するとともに、建物全体を把握しスピー
ド感を持った対応を実現します。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　常駐する設備スタッフは、施設に則した日常点検
チェックシートを作成するとともに、計測機器だけ
ではなく、音や臭いなど五感を最大に活用し、異常
を早期に発見することで事故を未然に防止します。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　保守点検や日常点検での点検結果及び修繕記録の
データを蓄積し、設備機器などの特徴を把握するこ
とで的確な予防保全に努めます。また、設備巡回点
検中には、館内に二酸化炭素濃度計を携帯し、空気
中の二酸化炭素濃度を測ることで、館内のコロナ対
策のための換気のタイミングや消毒に対する意識啓
発に繋げます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　保守管理を実行するにあたっては、市民の施設利
用を最優先と考え、利用者に影響がないよう保守点
検を行います。そのため、設備などの耐用年数や稼
働時間などの専門知識をもとに、作業の優先順位を
考慮した活動計画を作成し、必要な作業を最適なタ
イミングで実施します。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　休館日作業や緊急時などについても、本社及び近
隣管理施設からの応援体制を構築し、万全の体制で
臨みます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　設備機器の保守管理などについては、当施設に関
連する法令を遵守し、鎌倉生涯学習センター維持管
理計画表に則り適切に業務を実施します。 Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

■鎌倉生涯学習センター

　自家用電気工作物月次点検　毎月１回 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　非常用自家発電設備保守点検　1月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　非常用発電設備模擬負荷試験　3月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　エレベーター保守点検　毎月1回 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　車椅子用エレベーター保守点検 11・1・3月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　空調設備保守点検　10月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　消防設備点検　1月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　防火設備点検　3月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　防火対象物定期点検　3月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　自動ドア保守点検　2月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　電話交換設備保守点検　12・2月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　舞台機構・大道具パレット保守点検　12・2月 Ａ
　12月のみ実施済み。
　2月は舞台吊物修繕のためなし。

　次年度は年４回実施予定。

　建築物環境衛生管理技術者　毎月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　給排水設備手入れ（貯水槽など）　11月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　空気環境測定　10・12・2月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　害虫駆除　11月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　残留塩素測定　毎月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　水質検査　12月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

■玉縄分室

　消防設備点検　12月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　防火設備点検　2月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　防火対象物定期点検　2月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　エレベーター保守点検　毎月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　電話交換設備保守点検　11・2月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　冷暖房機保守点検　10月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　自動ドア保守点検　2月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　アップライトピアノ調律　10・2月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。



　殺虫殺鼠　12月 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　空調設備等整備業務 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　水質検査 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　空気環境測定 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　害虫駆除 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

■大船学習センター

　アップライトピアノ調律　3月 - 　実施なし 　次年度は実施。

　 　修繕などへの取り組み
日常点検・保守点検により施設・設備の不具合の

早期発見に努め、不具合の拡大に繋がる前に一時対
応を行います。その時点で、小修繕になるか委託作
業を含む修繕になるかを早急に判断し、対応を行い
ます。小修繕の場合には、常駐設備スタッフが消耗
品などの交換を直営修繕と位置づけ、常にコスト意
識を持って補修作業を実施し、可能な限り早急な対
応を行います。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　委託修繕の場合、1件50万円未満（税込）は鎌倉市
へ報告の上、指定管理者の判断で修繕を実施しま
す。その額を超える場合は、鎌倉市と協議します。
委託修繕の場合には、営業が止まる可能性もあるた
め、綿密な打ち合わせを行い保守点検による不具合
の発見や部品の在庫状況などの確認を行い緊急時に
備えます。修繕履歴はデータベース化し、修繕計画
の立案に役立てていきます。

Ａ

・【深沢】第６集会室ドア錠前修理　2月
・【玉縄】料理実習室コンビネーションレンジ修理
3月
・【鎌倉】正面入り口階段修繕　3月
・【鎌倉〕自火報・誘導灯消防設備修繕　3月
・【腰越】ピアノネジ部修理　3月

　計画のとおり実施します。

修繕計画の策定
　維持管理費や修繕費を効率的かつ効果的に使用で
きるよう、毎月共通様式の施設維持管理報告書なら
びに不具合・ 修繕報告書を作成し、本社のエリアマ
ネージャー、スーパーバイザーもチェックします。

Ｂ

　エリアマネージャー、スーパーバイザーにより、
定期保守点検報告書と教育委員会の修繕計画を
チェックするにとどまりました。

　維持管理責任者、エリアマネージャー、スーパー
バイザー、設備担当者で施設維持管理報告書ならび
に不具合・ 修繕報告書を作成、蓄積し、分析しま
す。

施設維持管理報告書をもとに定期作業を月ごとに
一覧にし、実施した作業ごとに不具合や予防保全の
内容を作業報告書から抜粋し、施設の状況を現場と
本社で把握します。

Ｂ

　統括責任者、維持管理責任者、エリアマネー
ジャー、スーパーバイザーが定期保守点検報告書と
教育委員会による修繕計画をチェックし施設の状況
を現場と本社で把握しました。

　維持管理責任者、エリアマネージャー、スーパー
バイザー、設備担当者で施設維持管理報告書ならび
に不具合・ 修繕報告書を作成蓄積し、分析します。

　修繕計画作成時には、設備機器メーカーなどから
機器の耐用年数、現在の運転状況、施設維持管理報
告書を加味し専門部署、エリアマネージャー、スー
パーバイザーが的確に判断し、修繕計画を策定しま
す。

Ｂ

　エリアマネージャー、スーパーバイザーにより、
定期保守点検報告書と教育委員会の修繕計画を
チェックするにとどまりました。

　維持管理責任者、エリアマネージャー、スーパー
バイザー、設備担当者で施設維持管理報告書ならび
に不具合・ 修繕報告書を作成蓄積し、分析します。

維持管理業務のチェック体制
・維持管理について、施設の目的・築年数・使用状
況などの条件により行うべき作業内容が異なり、施
設に応じた維持管理計画を立案する必要がありま
す。そのうえで、施設ならではの求められる対策・
手法を見極め、安全性・快適性・省エネ・コストバ
ランスを最適化するために、類似施設で同種の業務
経験を有するスーパーバイザーが現地を確認し、現
状を検証するとともに常駐スタッフの支援を行いま
す。

Ｂ

　統括責任者、エリアマネージャー、スーパーバイ
ザーにより、定期保守点検報告書と教育委員会の修
繕計画をチェックするにとどまりました。

　統括責任者、維持管理責任者、エリアマネー
ジャー、スーパーバイザー、設備担当者で施設維持
管理報告書ならびに不具合・ 修繕報告書を作成蓄積
し、分析します。

警備業務（鎌倉生涯学習センター・玉縄分室）
当施設に来館するすべての方々に安全・安心を提供
するため、強い使命感と情熱を持って、様々な事態
に対応できるよう当施設を熟知し、万全のセキュリ
ティを提供します。また、受付スタッフ不在時など
は警備スタッフが受付に入り、利用者の方のご要望
に沿ってマルチに対応します。7時～21時30分まで必
ず警備スタッフが1名以上常駐、閉館後は機械警備に
より火災・防犯の警備を行います。多くの施設での
管理運営経験を活かし、安心・安全を提供するため
下記の対応を重点的に取り組みます。

Ａ

　営業時間中は受付スタッフ常駐のため、警備ス
タッフが受付に入ることはありませんでした。
　それ以外は記載のとおり実行しました。

　営業時間中は受付スタッフ常駐のため、警備ス
タッフが受付に入ることはありません。それ以外は
変更はありません。

巡回警備 巡回警備は、巡回時間やルートが第三
者に分かりにくいよう、不定期で実施することとし
ます。特にトイレや死角になる場所は、悪意がある
残留者や急病で倒れている利用者がいる可能性を考
慮し、重点的に確認します。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

不審者対応
 警備巡回中、来館者に対して必要に応じて声がけを
行うことで不審者に対する牽制効果を狙います。な
お、声がけについては、接遇マナー（身だしなみ・
表情・言葉遣い・態度）に十分配慮し、丁寧な対応
を心掛けます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

傷病者対応
 急病人や転倒事故などの緊急事態が発生した場合
は、現地へ急行し、被害者の救護と救急車の要請を
最優先として行動します。また、事件性のあるもの
など、状況に応じて警察への連絡を行います。ま
た、他の利用者の安全を確保し、二次災害を防止す
るとともに、情報の収集も行います。非常時、緊急
時であっても、被害者のプライバシーについて配慮
し、救護活動をするうえで知りえた個人情報の保護
に努めます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。



　ルールを守らない利用者への対応
  ルールを守らない利用者であってもホスピタリ
ティを持って対応し、利用規則を丁寧に説明しま
す。自分の裁量で対応できない場合には、同僚や上
長の助けを求め、協同で対応します。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　開閉館の対応
 開閉館は、施設の定められた時間を厳守し、適切に
対応します。開閉館時に多数の利用者が想定される
場合は、案内または混乱による事故防止を講じた
後、適切な方法によって出入口を開放または施錠し
ます。閉館時、利用者が残留している場合は、無理
に閉鎖せず帰りの導線を確保します。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

清掃業務（鎌倉生涯学習センター・玉縄分室）施
設の清潔感を創出するためには、日常的な清掃と定
期的な清掃が不可欠です。汚い施設との認識をもた
れてしまっては施設の価値や印象は衰退します。今
まで培ってきた「豊富な経験やノウハウ」を活かし
てきめ細やかなサービスを心掛け、鎌倉生涯学習セ
ンターが長きにわたって地域の皆さまに愛される存
在であるために、品質及び利用者満足の向上を図っ
ていきます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

利用する各貸室は、利用時間前までに清掃しま
す。共用部については、利用者の妨げにならないよ
う十分な配慮のうえで行います。コロナ感染対策の
観点から利用者の触れる部分は、消毒も行っていき
ます。また、8時から20時まで清掃スタッフを配置し
施設内を常に清潔に維持することはもちろんのこ
と、緊急時の清掃対応にも備えます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

■鎌倉生涯学習センター

　日常清掃　毎月・毎日実施 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。
　定期清掃　1月
　　床面洗浄
　　窓ガラス清掃

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　不定期清掃
　　備品什器の磨きこみ　1月
　　館内の金属光沢磨き　随時
　　扉腰壁巾汚損除去　随時
　　排水溝の清掃　随時

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

■玉縄分室

　日常清掃　毎月・毎日実施 Ａ 　実施済み。 　変更はありません。

　定期清掃　1月
　　床面洗浄
　　窓ガラス清掃
　　受水槽・排水ﾋﾟｯﾄ清掃

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　不定期清掃　随時
　　排水溝清掃
　　扉腰壁巾汚損除去
　　シャッター除塵
　　カーテン除塵

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　特別清掃　11月
　　ブラインド拭込清掃 Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

12 環境に配慮した取り組みについて

　私たち（代表企業）は、日頃から環境に配慮した
取り組みを積極的に行い、ISO14001を取得、省エ
ネ・省コストを推進しています。当施設においても
そのノウハウを活用し、環境に配慮して運営を行っ
ていきます。さらに、「鎌倉市グリーン購入等基本
方針」に基づき環境負荷低減を考慮した物品調達を
行います。

Ａ

　消耗品の購入時にグリーン購入を意識して取り組
みました。

　変更はありません。

  環境配慮への取り組み
・外気冷房制御 季節の中間期など外気を導入し、
室内を冷やし、電力消費を抑えます。

Ｂ

　空調機器の老朽化により外気冷房は不可。涼しい
時には窓を開けるなどアナログな対応に終始してい
ます。

　次年度以降も同様に設備スタッフのマンパワーに
よるアナログな対応となります。

・照明点灯見直し 季節に合わせた照明点灯時間、
無駄な照明点灯エリアの見直しを行います。 Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

・ＩＣＴを活用した点検 ＩＣＴを活用した点検の
実施で、点検時のペーパーレス化や人手不足の解消
を行います。

Ｃ

　ＩＣＴ導入の余地を検討しましたが導入には至り
ませんでした。

　費用対効果を含め実施を検討します。

・熱源機器の最適化（設定温度、運転時間など）や
環境へも配慮した照明器具LED化など可能なかぎり取
り組みます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

・代表企業の専門部署バックアップのもと他施設で
の施設工事や省エネ提案に関する取り組みを水平展
開します。

Ｃ

　未実施。 　記載のとおり実施します。

・紙類・印刷物・文房具・家電製品・照明などにつ
いては、環境負荷の少ない物品の購入を推進しま
す。さらに、購入に際しては適正量を購入し、無駄
を省くとともに廃棄物の減量に繋げます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

・資料や文書などの作成にあたっては「両面印刷」
「縮小コピー」「集約印刷」を推進し、用紙類の使
用量を抑制します。また、「封筒などの再利用」
「トナーカートリッジの回収」「業務用洗剤の使用
量の低減」「照明の間引き」など、リサイクルと省
資源化に努めます。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。



・３Ｒ推進のため、ゴミの分別の徹底や利用者に対
してゴミの持ち帰りをお願いし、「ゼロ・ウェイス
トかまくら」の実現に寄与できるよう努めます。ま
た、利用者への省エネの告知や啓発活動を行いま
す。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

・「かまくらプラごみゼロ宣言」に基づき、鎌倉生
涯学習センター１階に設置する自動販売機ではペッ
トボトル飲料の販売は行いません。 Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

13 管理業務の報告等について

月次報告書　毎月、月次報告書を作成し翌月10日ま
でに鎌倉市に提出します。報告内容は月別/部屋別利
用者数、部屋別利用料金実績、部屋別/時間別稼働
率、修繕報告、備品購入（10万円以上）報告、備品
廃棄報告、自主事業実施報告、利用者ご意見（ク
レーム）対応報告、事故報告です。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

臨時報告書
緊急時には月次報告書の提出を待たずに随時報告書
を提出します。災害時対応報告書、利用者ご意見
（クレーム）対応報告書、事故報告書を想定してい
ます。これらは事案が発生したときにのみ作成し鎌
倉市に報告します。これら以外の報告書が必要と統
括責任者が判断した場合には随時作成し提出しま
す。

Ａ

　特に臨時報告書といえるような事案は発生しませ
んでしたが、軽易な内容であれば随時メールや電話
で教育委員会に報告しました。

　緊急時や重篤な内容の場合、臨時報告書を作成
し、教育委員会に報告します。

事業報告書及び収支報告書
年度が終わり次第、事業計画書記載内容の実施状

況を中心とした事業報告書を提出します。主な報告
書は月次報告書を年間で取りまとめたものになりま
す。月別/部屋別利用者数、部屋別利用料金実績、部
屋別/時間別稼働率、修繕報告、備品購入（10万円以
上）報告、備品廃棄報告、自主事業実施報告、利用
者ご意見（クレーム）対応報告、事故報告です。

Ａ

　実施済み。 　変更はありません。

　アンケート調査/モニタリング
利用者にアンケート調査を実施し、利用満足度、提
供事業の満足度、施設の管理上の指摘などを把握
し、年度終了後、２ケ月以内に教育委員会に報告し
ます。またモニタリングによる自己評価・業務改善
状況等の調査を実施し、年度終了後、２ケ月以内に
教育委員会に報告します。

Ａ

　２・３月より教育委員会で利用者アンケートを実
施したため、指定管理者でのアンケート調査は実施
しませんでした。
　モニタリングによる自己評価・業務改善等の調査
は、本資料にあたります。

　計画に記載のとおり実施します。

14 自主事業計画について

自習スペース
　すべての館において、空き枠を利用しての自習ス
ペースを開設します。利用者の随時予約の妨げとな
らぬよう、実施日の１週間前に空き状況を確認し、
次の週の１週間の予定を決定。ホームページやＳＮ
Ｓで募集・広報・告知します。鎌倉市在住・在学・
在勤者にかぎり利用できるようにします。受付窓口
にて簡単に申し込み、利用者のお名前・「在住・在
学・在勤」の選択、連絡先（お電話番号）をご記入
いただきます。安全にご利用いただけるよう、警備
員や事務スタッフが巡回します。
　なお自習スペースは鎌倉生涯学習センターで試行
します。セキュリティ上の課題もあるため、これを
テスト期間とし、課題等の把握ができ次第、各館で
順次実施していきます。
　またこれまで鎌倉市が設置してきた「わかたま自
習スペース」は継続し、「自習スペース」と並行し
て利用できるようにし、双方の利用状況を注視して
いきます。

Ｃ

　自習スペースは未実施です。
　鎌倉生涯学習センター２階以上のフロアでの安全
上の懸念があり、また施設の稼働率の高さから部屋
を確保しづらいです。１階には「わかたま自習ス
ペース」があり運営に協力しています。テーブル・
椅子の設置後の１階ロビーが自習スペースとして定
着しつつある。これらの理由により、当初予定して
いた貸室の空き枠での自習スペースは保留の状態で
す。

　次年度も他に方法はないか模索していきます。

ピアノ・楽器練習日 鎌倉生涯学習センターホール
の空き枠を有効利用し、ピアノ・楽器練習日を設け
ます。
利用者の随時予約の妨げとならないように、実施日

の約ひと月前に実施日を決定し、ホームページやＳ
ＮＳにおいて募集・広報・告知をしていきます。空
き枠は２枠連続以上を想定し、10～20時を２時間ご
との利用枠とします。電話での先着順に予約受け付
けます。当日、受付窓口にて申込書に利用者のお名
前・「在住・在学・在勤」の選択、連絡先（お電話
番号）をご記入いただき、ホール舞台上で本番さな
がらの練習をしていただきます。２時間入れ替え制
とし、同一人物による２枠連続利用は不可としま
す。

Ｃ

  ピアノ・楽器練習日は未実施です。当初の想定よ
りもホールの稼働率が高く実施にはいたりませんで
した。

　次年度は日程を確保し、年に何度かは実施できる
よう努めます。

※自己評価はＡＢＣ３段階で記載しています。　Ａ＝よくできた　Ｂ＝できたが不足がある　Ｃ＝できなかった



７　総合評価

・業務全般としては、法令等を遵守し、誠実かつ積極的に業務を行っていると認めます。

・市の生涯学習を推進する拠点として、利用者のニーズを反映した事業や現役・若年世代に向けた取組みなど、施設の充実を図っています。

・防災計画の策定がなされていません。すでに策定されている防災マニュアルや危機管理マニュアルの改訂も含め、体系的な防災計画の構築に取り組んでく
ださい。

・ホールの空き枠を利用したピアノ・楽器練習日の開設や夜間利用の向上に向けた今後の取組みに期待します。


